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ヒアリング調査結果 

調査目的 

 第 3次とよやま健康づくり２１計画の策定にあたり、健康に関する活動を行っている団体等を対

象に、活動の状況、豊山町の健康に関する現状や課題、今後必要な取り組み等について意見をいた

だくことを目的にヒアリング調査を実施しました。 

 

調査期間 

令和６年６月 

 

調査対象 

 
団体名 ライフステージ 

栄養・ 
食生活 

身体活動 
運動 

休養 
こころの 
健康 

歯の健康 
社会との
つながり 

1 母子保健推進員 
胎児期 
乳幼児 

  ●  ● 

2 保育園 乳幼児 ● ● ● ● ● 

3 子育て支援関係機関連携会議 
乳幼児 
学齢期 

● ● ●  ● 

4 小中学校（養護教諭） 学齢期 ● ● ● ● ● 

5 豊山町商工会 成人期  ● ● ● ● 

6 健康づくりリーダー 
成人期 
高齢期 

 ●   ● 

7 食生活の会 
成人期 
高齢期 

●    ● 

 
主な意見 

分 野 ライフステージ 内  容 

栄養・ 

食生活 

乳幼児～ 

学童・思春期 

・肥満児の数が地区平均より多いと感じている。 

・朝食を食べなかったり、お菓子を朝食代わりにする子どもがおり、栄養面

に課題があると考えられる。 

・好き嫌いのある子どもへの対応方法が分からない保護者が多い印象であ

る。 

成人期 

・時間に余裕のない方が多く、求められるのは時短や手間をかけない料理

の仕方などであると感じる。 

・食生活改善に向けたボランティア活動は、コロナ禍の影響もあり、停滞して

しまい、メンバーも減ってしまった。 

身体活動・ 

運動 

乳幼児～ 

学童・思春期 

・共働きの家庭が増えたことで、公園に行く時間がなく、乳幼児の体を動か

す場所が保育園のみになっている。 

・学童期においても、夏は暑くて外で活動することができない。部活動もな

くなり、今後の子どもの身体活動の機会が減っていくことが心配である。 

・身体を動かす機会の減少により、体力がなかったり、体幹が鍛えられてい

ない、身体を上手に使えない子どもが増えている。 

・乳幼児から中学生まで、ケガや骨折をする子どもが増えた。 

・食事中に肘をついたり、良い姿勢を保てない子どもが増えている。 
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分 野 ライフステージ 内  容 

身体活動・ 

運動 

乳幼児～ 

学童・思春期 

・姿勢を良くするための取組を行っている保育園や、体力・筋力の向上にむ

けた取組を行っている学校もある。 

成人期 

高齢期 

・運動教室の参加メンバーも高齢化が進んでいるため、若いメンバーも呼び

込めるとよい。 

・運動教室は男性の参加が少ないため、今後増えていくとよい。男性はひと

りで運動をしたい傾向があるように感じる。 

・女性の社会進出や、定年年齢の引き上げ等で働いている方が多く、運動教

室の参加者が減っている。 

・症状（膝、腰が痛い等）へのニーズに応えた集まりを企画できるとよい。同

じ悩みを持った人たちであれば、参加しやすくなるのではないか。 

休養・ 

こころの健康 

乳幼児～ 

学童・思春期 

・21 時以降に寝る子どもが多く、保護者の忙しさや生活スタイルに合わせ

て睡眠時間も短くなっているのではないか。 

・家庭の生活リズムの変化や、子どもたちのスマホ・タブレットの使用によ

り、以前と比べて睡眠の質が低下、睡眠時間が減少している。日中の子ど

もの活動にも影響が出ている。 

・スマホやタブレットの使用によって、一方通行のやりとりが増え、コミュニ

ケーション能力の低下が目立つようになった。 

・共働きの家庭が増えたことで、家庭で過ごす時間や、親子のコミュニケー

ションが減り、子どもたちが親に相談できる機会が減っているため、子ど

もたちのこころの健康が心配である。 

・言葉遣いの乱暴さが目立つ子どももおり、日常のストレスが一因だと考え

られる。 

・コロナ明けに不登校の児童が増えた印象がある。 

成人期 

・子育てに対する意識の変化に伴い、保護者が自分の自由時間確保を理由

に、気軽に子どもを預けられる環境・社会になってきている。 

・労災関連の相談は、けがに関することのみで、メンタルヘルスに関する相

談はない。 

歯の健康 
乳幼児～ 

学童・思春期 

・一人で多くの虫歯を持っている子どもが目立つ。 

・毎日1日3回歯磨きをしている子どもの割合が、７割程度にとどまってい

る小学校もあり、重点課題として取り組んでいる。 

社会との 

つながり 
成人期 

・地元の中小企業は、地域にまで目を向ける余裕がなく、地域との交流を図

ることができていない。 

・コロナ禍により、乳幼児の保護者たちの地域交流の場が少なくなった。 

・保護者のなかには、情報だけを多く持って、ひとりで抱え込んでしまう人

がいる。母親同士のつながりの機会が減少している。 

・子どものいる家庭を訪問する際、母親のみならず、父親が対応してくれる

ことも増えてきた。 

・地域イベントへの参加は、社会的な傾向と同じように、以前より減少してい

る。 

全体 

・健康管理について、管理者が取り組むべき分野ではあるが、零細企業や家

族経営が多く、仕事以外に目を向けられる余裕がないため、健康づくりに

手が回らない。 

・共働きの家庭が増えてきており、健康づくりに関する活動で関われる対象

者が限られてきている。 

 


